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鹿児島県日置市 

市の人口（住民基本台帳） 
総人口　52,263人（△17） 

　男　　24,445人（△12） 

　女　　27,818人（△　5） 

世帯数　22,455　（△11） 
8月1日現在 （　）は前月比 

ぶどう観光農園オープン 
　東市来ぶどう部会の観光農園、9ヵ所

が オープン!美山保育園児のはさみ入れ。 

　糖度がのり、色づきのよいぶどう狩

りが9月初旬ごろまで楽しめます。 

（「ぶどう狩りはじまる」P17関連記事） 
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介護用品支給事業 

　支給対象者は、認定を受けた要介護状態区分が要介護４又は５に相当する在宅高齢者で
あって、市民税非課税世帯に属するものを現に介護している家族とします。 
　介護用品（紙おむつ、尿取りパット等）の支給限度額は、月額 6,250円です。 

介護保険制度について 介護保険制度について 
制度のしくみ 

サービスの種類 

そ　の　他 

介護サービス（介護予防サービス）を利用するまでの手順 

65歳以上の人 
（第１号被保険者） 
の保険料　19％ 

ま
険

40歳から64歳までの人 
（第２号被保険者） 
の保険料　 
31％ 市町村の 

負担金　 
12.5％ 

県の 
負担金　 
12.5％ 

国の 
負担金　 
25％ 

保険料 
50％ 

公　費 
50％ 

居宅給付費 

介護が必要となったら、まず申請します。 

※必要書類　①要介護・要支援認定申請書 
　　　　　　②介護保険被保険者証 

どのくらいの介護が必要か、調査と審査が行われます。 

※①調査員による心身の状況について聞き取り調査 
　②主治医による心身の状況について意見書作成 

介護認定審査会の審査結果に基づき、認定結果通知書を送付します。 

※認定審査会（保健、医療、福祉の専門家）で審査 

サービスの利用ができます。 

※介護支援専門員（ケアマネジャー）にケアプラン作成を依頼 

※認定を受けた要介護状態区分によって、受けられないサービスもあります。 

原
則
１
カ
月
以
内 

通所介護（デイサービス）、通所リハビリテーション（デイケア）、
訪問介護（ホームヘルプ）、訪問看護、特定福祉用具購入、住宅改修、
短期入所生活・療養介護（ショートステイ）等 

在 宅 サ ー ビ ス  

内　　　　　　　　　容 種　　　類 

特別養護老人ホーム、老人保健施設、療養病床等への入所 施 設 サ ー ビ ス  

認知症対応型通所介護、共同生活介護（グループホーム）等 地域密着型サービス 

●老齢福祉年金の受給者で、本人および世帯全員が住民税 
　非課税の場合 
●生活保護の受給者 

本人および世帯全員が住民税非課税で、 
合計所得金額＋課税年金収入額が80万円以下の人 

本人および世帯全員が住民税非課税で、第２段階以外の人 

本人が住民税非課税（世帯内に住民税課税者がいる場合） 

本人が住民税課税で合計所得金額が200万円未満の人 

本人が住民税課税で合計所得金額が200万円以上の人 

 
第１段階 
 
 

第２段階 

第３段階 

第４段階 

第５段階 

第６段階 

対　　象　　者 段　階 

 
基準額×0.5 
 
 
基準額×0.5 

基準額×0.75 

基準額 

基準額×1.25 

基準額×1.5

保険料額 

 
月額1,990円 
 
 
月額 1,990円 

月額2,985円 

月額3,980円 

月額4,975円 

月額5,970円 

18～ 20年度保険料 

　介護保険は、40歳以上の人が納める保険料
と国・県・市の負担金及び利用者負担を財源
に運営されています。 
　介護が必要と認定されたときに、介護サー
ビスを安心して利用できるように社会全体で
支えあうしくみになっています。 

介護保険料 

納　め　方 

保険料を納めないでいると 

　国民健康保険や健康保険など、その加入している医療保険の保険料算定方式に基づいて決められ、医療
保険と合わせて納めます。保険者が徴収した保険料は、社会保険診療報酬支払基金に全国分が一括して集
められ、そこから日置市へサービスに見合う額が交付されます。 

40歳から64歳までの人（第２号被保険者）の保険料 

　保険料は、基準額をもとに決められます。 

65歳以上の人（第１号被保険者）の保険料 

基準額 
（月額） 

市区町村で介護保険給付にかかる費用 

※お問い合わせ先　日置市介護保険課（272－0505）、  日置市包括支援センター（273－2111） 

市区町村の65歳以上の人の数 
12か月 

65歳以上の人の負担分（19％） 
＝ ÷ 

× 

年金が 
年額18万円 
以上の人 

特別徴収 

■老齢基礎年金・厚生年金など
の老齢（退職）年金のほか、遺
族年金、障害年金も特別徴収の
対象となります。 

年金の定期支払い（年６回）の
際に、介護保険料があらかじめ
差し引かれます。 

年金が 
年額18万円 
未満の人 

普通徴収 

送付される納付書に基づき、
介護保険料を市に個別に納
めます。 

　第１号、第２号被保険者ともに、保険料を納めないでいると、滞納期間に応じての次のような措置
が取られます。 
●１年以上……費用の全額をいったん利用者が負担し、
申請によりあとで保険給付分（９割）が支払われます。 
●１年６か月以上……保険給付分の一部または全部が一
時的に差し止めとなります。 
●２年以上……利用者負担が１割から３割に引き上げら
れたり、高額介護サービス費が受けられなくなります。 

■平成18年10月から、年度途中で65歳
になった人や、年度途中で他の市町村
から転入してきた人などについても、
年度途中からすみやか
に特別徴収へ切り替え
らえれることになりま



地域子育て支援センター事業に 積極的に取り組んでいます！！ 地域子育て支援センター事業に 積極的に取り組んでいます！！ 地域子育て支援センター事業に 積極的に取り組んでいます！！ 
○妊婦さんの参加、お友だち同士での参加、新しいお友だちを作るための参加、何でも結構です。 

　子育て中のみなさん気軽に遊びに来てください! 

○主な活動として、専属の保育士が、お母さんたちの交流の場の提供や子育てに関する悩み相談、

市の子育て情報の提供などを行っています（利用料は無料です）!

○日置市地域子育て支援センターは、子育て家庭の支援をする場所です! 

○日置市内に４カ所あります（４カ所どこでも遊びに来てください。市外のお友だちも誘っての参

加も結構です）!

○「YOU・ゆう」の特色 
　「YOU・ゆう」は、平成20年４月にスタートしました。 
　まだ開設したばかりですが、ぜひ遊びに来てください!! 
　地域子育て支援センター「YOU・ゆう」のYOUは、「あなた」です。
また、「お子様」でもありますし、皆さんから見て私達でもあります。 
　「ゆう」はどんな感じをイメージされますか? 
　「友達」「優しい」「遊ぶ」「誘って」「結ぶ」まだまだ色々な気持
ちが伝わってきませんか? 
　この「YOU・ゆう」で私達がみなさんの子育てにともに寄り添って
いけたらと思っています!よろしくお願いします。 
　なお、「YOU・ゆう」のある場所は、小松帯刀の像があるところです!（清浄寺・門徒会館）気軽に遊びに
来てください。待ってます!! 

○「YOU・ゆう」の主な活動内容 
　現在、親子遊びを中心に活動しています。お天気やお子さんの体調の良い日は、お散歩に行きましょう! 
　牛さんや草花を見てのんびり歩いてみましょう! 
　また、「YOU・ゆう」専用電話を設置しています。ちょっとした心配事や誰かに言えば心が軽くなるかも・・・
と思えること何でも結構です。気軽に電話してください。その他にも色々な活動を企画中です!詳しい日程等
については、YOU・ゆうだより（毎月発行）をご覧ください!!YOU・ゆうだよりは、市役所本庁、各支所にも
あります。 

○参加者の声 
　「YOU・ゆう」が始まり、月～金曜日まで開かれているので、遊びに行きたい時に行くことができ、家庭
ではできない制作活動をしたり、同世代の子ども達と遊具で遊べたりと家庭ではできないことができ、子ど
もにとっても母親にとっても助かっています。 
　また、保育士さんがスタッフなので、育児についての不安や疑問も相談できることもうれしいです。 
　今後、「YOU・ゆう」に参加する子ども達が増えて、「親子で通う保育園」のようになっていったらうれ
しいなと思っています。 

○「YOU・ゆう」の先生から一言 
　こんにちは!楽しく気持ちを通わせて、私達もみなさんの子育て
に寄り添っていけたらいいなぁと思います。皆さんのお越しをお
待ちしています。 

連絡先　地域子育て支援センター「YOU・ゆう」 
　　　　スタッフ　中江、前畑、並松 
　　　　電話番号　292－2197（子育て相談も受け付けます。） 

☆　各地域子育て支援センターの情報誌は、日置市役所福祉課、各支所市民課にもあります。 ☆　詳しい内容などを知りたい方は、各地域子育て支援センター、または、日置市役所本庁福祉課子ども福祉係 
　　【電話　273－2111（内線1126）】までお問い合わせください。 

○「こがめ」の特色 
　子育て支援センター「こがめ」は今年で３年目を迎えました。今年から
専用施設で活動しています。 
　広い園庭、部屋の中で好きな遊び、楽しい遊びを見つけて親子で楽しい
時間を過ごしています。 
　子育て支援センター「こがめ」がここに来たらホッとする場であるよう、
毎日楽しく活動を進めています。誰でも気軽に参加できるよう、色々な遊
びや行事を用意してお待ちしています!  

○「こがめ」の主な活動内容 
開所日　毎週月曜日～金曜日　　開所時間　9：30～15：00 
　親子一日遠足、救急救助訓練、誕生会、親子ミニミニ運動会、みかん狩り、おやつ作り、親子でエアロビ
クス、子育て講演会、歯科衛生士・栄養士のお話など盛りだくさんの内容で活動しています! 
　その他、０歳児お遊び会、園庭開放などの曜日も設けています。 
　また、子育てに関する相談については、訪問も行っています。気軽にお問い合わせください。 
　なお、毎月の詳細な活動日程については、こがめだより（毎月発行）をご覧ください!!こがめだよりは、市
役所本庁、各支所にもあります。 

○参加者の声 
　「こがめ」に行く毎日が楽しみです。今では生活の一部になってます!! 
　子どものためというより、リフレッシュでき、ほっとでき、ストレス発散できる「こがめ」は、自分（お
母さん）のためになっていると思います。 
　子どもが楽しみにしています。我が子の成長とともに、「こがめ」でお友達になったお子さんの成長もと
もに喜べています! 

○「こがめ」の先生から一言 
　子育ての悩みを相談しあい、楽しく語り合い、また明日からの育児を楽しんでできる。そんな「場」を提
供できたら・・・と思っています。 
　「正しい子育て」はありません。「楽しい子育て」を一緒に楽しみましょう!! 
　お母さん方と一緒に子どもさんの成長を楽しみに見守っていきた
いと思っています。 
　たくさんの方々とお会いできるのを楽しみにスタッフ一同笑顔で
お待ちしています!

連絡先　地域子育て支援センター「こがめ」 
　　　　スタッフ　黒川、福丸、中村 
　　　　電話番号296－3888 
　　　　　　　　296－2178（子育て相談も受け付けます。） 



　特別徴収とは、あらかじめ計算した保険税額を年金保険者（社会保険庁等）が差し引いて年金を支給し、差し引

いた保険税額を年金保険者が市に納付する制度をいいます。 

　特別徴収の対象者の方には、7月に「特別徴収決定通知書」をお送りしています。同通知書に記載されている「特

別徴収」欄の金額分について、特別徴収対象年金から国保税を特別徴収します。 

特別徴収とは 

　以下の全ての要件に該当する方が、特別徴収の対象となります。 

　※1　年度途中で税額の変更があった方は次のようになります。 
　　　●　税額が増えた方は、増えた分の税額は普通徴収（納付書等による納付）となります。 
　　 ●　税額が減った方は、普通徴収となります。 
　※2　次のような場合は特別徴収の対象となりません。 
　　 ●　年度途中に65歳に到達する場合  
　　 ●　年度途中に世帯主が75歳に到達する場合 

①　世帯主が国民健康保険の被保険者となっていること。 

②　世帯内の国民健康保険の被保険者全員が65歳から74歳であること。 

③　特別徴収となる年金の年額が18万円以上であること。 

④　介護保険料と保険税の合算額が年金受給額の2分の1を超えていないこと。 

特別徴収の対象となる方 

　年金受給月に天引きされます。（年6回） 

特別徴収の時期 

国民健康保険税の特別徴収（年金天引き）が始まります 
平成20年10月から 

～地方税法の改正により年金からの特別徴収が始まります～ 

徴収の区分 

年金支給月 4月 6月 8月 10月 12月 2月 

説　　　明 

仮　　　徴　　　収 本　　　徴　　　収 

年間保険税が確定した後は、その税額から仮徴収分 
を差し引いた残りを3回に分けて天引きします。 

年間保険税が確定するまでは、前年度の2月と 
同額が天引きされます。 

※　ご不明な点は、本庁または、各支所の市民税係までお問い合わせください。 

○選挙委員 

東市来地域 

南　　宏機　室屋　惠藏　奥　　和俊 
　重　　榮　今村久美子　池田　澄弘 

伊集院地域 

西山　益穗　有島　俊朗　山下　浩二 
横山　義晴　福留　弘美　牧迫　春雄 
益満　安博 

日吉地域 

的場　勝広　野元　政博　山口　義光 
下池　孝一　春成　道夫 

吹上地域 

今屋　政市　窪田　和洋　東　　芳男 
田原　嘉治　吉岡　輝雄 

○選任委員 

片平　　勇（JAさつま日置農協） 
南　　義孝（南薩農業共済組合） 
下笠　政文（土地改良区） 
谷口　正行（日置市議会） 
地頭所貞視（日置市議会） 
下御領昭博（日置市議会） 
上田平美智子（日置市議会） 

　
高
度
の
伝
統
的
技
術
に
よ
る
日
本

伝
統
工
芸
士
で
あ
る
荒
木
さ
ん
は
、

六
十
年
間
の
薩
摩
焼
制
作
に
お
け
る

幾
多
の
考
案
、
技
術
向
上
、
後
継
者

育
成
の
功
労
が
認
め
ら
れ
、
瑞
宝
単

光
章
を
受
賞
し
ま
し
た
。 

　
卓
越
し
た
技
能
者
「
現
代
の
名
工
」

と
し
て
平
成
十
八
年
に
厚
生
労
働
大

臣
の
表
彰
も
受
け
ま
し
た
。
平
成
十

九
年
に
は
伝
統
工
芸
士
に
も
認
定
さ

れ
て
い
ま
す
。 

　
塩
入
さ
ん
は
、
昭
和
二
十
六
年
に

加
世
田
中
学
校
着
任
以
来
、
教
育
職

員
と
し
て
四
十
一
年
間
、
教
育
長
と

し
て
四
年
間
の
併
せ
て
四
十
五
年
も

の
間
、
教
育
一
途
に
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。 

　
ま
た
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
地
域
社
会
と
の

和
を
重
視
し
な
が
ら
教
育
目
標
の
具

現
化
に
努
め
、
本
県
義
務
教
育
の
振

興
に
努
め
る
な
ど
の
功
労
が
認
め
ら

れ
瑞
宝
双
光
章
を
受
賞
し
ま
し
た
。 

　
石
神
さ
ん
は
、
昭
和
三
十
一
年
に

東
出
水
小
学
校
に
教
育
職
と
し
て
着

任
、
昭
和
五
十
八
年
か
ら
教
育
長
な

ど
を
歴
任
し
学
校
教
育
、
青
少
年
の

健
全
育
成
ま
た
、
社
会
教
育
の
普
及
、

振
興
に
尽
力
さ
れ
る
な
ど
の
功
労
が

認
め
ら
れ
瑞
宝
双
光
章
を
授
章
し
ま

し
た
。 

　
伊
村
さ
ん
は
、
国
鉄
職
員
と
し
て

昭
和
二
十
三
年
か
ら
鉄
道
の
安
全
を

守
る
た
め
、
車
両
の
点
検
を
担
う
な

ど
三
十
八
年
間
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
昭
和
六
十
一
年
か
ら
は
、

関
連
会
社
で
南
阿
蘇
鉄
道
の
観
光
ト

ロ
ッ
コ
列
車
に
テ
ン
ト
張
り
の
車
両

を
ユ
ニ
ッ
ト
で
完
成
さ
せ
る
な
ど
の

功
労
が
認
め
ら
れ
瑞
宝
単
光
章
を
授

章
し
ま
し
た
。 

　
桃
北
さ
ん
は
、
昭
和
二
十
三
年
鹿

児
島
県
農
業
会
（
現
鹿
児
島
県
経
済

連
）
に
勤
務
以
来
、
鹿
児
島
県
の
畜

産
の
主
産
地
形
成
に
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。 

　
ま
た
、
社
団
法
人
日
本
種
豚
登
録

協
会
副
会
長
等
の
要
職
を
歴
任
さ
れ
、

わ
が
国
の
種
豚
改
良
お
よ
び
養
豚
の

振
興
な
ど
の
功
労
が
認
め
ら
れ
旭
日

双
光
章
を
受
章
し
ま
し
た
。 

　
門
松
さ
ん
は
、
昭
和
二
十
三
年
に

伊
集
院
町
消
防
団
員
を
拝
命
以
来
、

五
十
九
年
の
永
き
に
わ
た
り
、
消
火

作
業
や
災
害
救
助
活
動
に
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。 

　
ま
た
、
団
員
の
育
成
指
導
や
防
火

防
災
思
想
の
普
及
を
図
り
、
人
命
財

産
を
擁
護
す
る
な
ど
の
功
労
が
認
め

ら
れ
瑞
宝
双
光
章
を
受
章
し
ま
し
た
。 

　
長
年
の
功
労
が
認
め
ら
れ
、
二
〇
〇
七
秋
（
二
人
）、

二
〇
〇
八
春
（
四
人
）
の
叙
勲
で
市
内
の
六
人
の
方
が

受
章
さ
れ
ま
し
た
。 

　
ご
功
労
、
ご
功
績
に
対
し
、
心
か
ら
敬
意
を
表
し
、

晴
れ
の
受
賞
を
お
喜
び
い
た
し
ま
す
。 

二
〇
〇
七
　
秋 

塩
入
　
昭
郎
さ
ん（
78
歳
） 

二
〇
〇
八
　
春 

伊
村
　
政
弘
さ
ん（
76
歳
） 

門
松
　
昭
雄
さ
ん（
77
歳
） 

荒
木
　
幹
二
郎
さ
ん（
79
歳
） 

石
神
　
正
明
さ
ん（
74
歳
） 

桃
北
　
好
行
さ
ん（
81
歳
） 



　夏休みに入って間もない７月24日、市内４地域ごとに、平成20年度日置市小学
校水泳記録会が行われました。 
　出場した児童らは、プールサイドで見守る児童や父母からの声援を受けながら
日ごろの練習の成果を発揮し、日置市全体で15の新記録が誕生しました。 
　なお、紙面の都合で各地域の個人種目の１位記録のみの掲載となっています。 

市内小学校 
水泳記録会 

日置市小学校水泳記録会　記録（各地域　個人種目１位のみ） 
＊赤で記載されているものは新記録です。 

岡村　岬凛（湯） 1'46"5 

宮前　怜奈（湯） 1'18"2 

永井　莉久（湯） 37"1 

清藤　樹乃（上） 40"9 

　 

木山翔太郎（湯） 39"6 

迫　　玲那（伊） 44"8 

宇都　俊幸（美） 22"7 

福元　悠子（鶴） 23"5 

勝目幸太郎（伊） 24"7 

永山亜梨沙（伊） 23"6 

　 

　 

濱田　翔人（湯） 1'46"2 

諏訪免佑梨（湯） 1'56"8 

濱田　翔人（湯） 46"8 

吉村　友里（湯） 58"8 

木山翔太郎（湯） 52"9 

宮前えみり（湯） 55"5 

　 

　 

　 

　 

　 

　 

下茂　　渉（湯） 56"9 

諏訪免佑梨（湯） 51"8 

切手　海斗（湯） 53"9 

徳田　華奈（鶴） 1'02"2 

　 

　 

　 

　 

永山　　哲（伊） 49"6 

宮前　怜奈（湯） 41"8 

　 

内野　千紘（鶴） 57"1 

　 

　 

永山　　哲（伊） 3'34"7 

宮前　怜奈（湯） 3'09"7

柿内　亮介（土） 1'25"0 

今西奈々美（土） 1'31"7 

柿内　亮介（土） 36"0 

谷口　夏音（伊） 37"8 

　 

新山　絢斗（妙） 38"1 

日高　理穂（北） 34"2 

　 

　 

松元　耀三（伊） 18"1 

川路彩理紗（北） 16"7 

川路　裕貴（土） 19"5 

森　わかな（妙） 21"7 

木之下凌平（伊） 1'43"1 

下園　寧音（妙） 2'02"2 

井上　典優（伊） 53"3 

　永　朱奈（飯）　 52"8 

新山　絢斗（妙）　 47"6 

松元　圭代（北）　 48"3 

　 

　 

帖佐　直彦（伊）　 22"6 

松元　圭代（北）　 21"7 

西園　勇希（北）　 29"4 

大迫　優歌（妙）　 31"0 

吉里　友宏（妙）　 45"7 

谷口　夏音（伊）　 44"8 

平仁　一郎（伊）　 59"2 

日高　理穂（北）　 41"6

 

奥平　裕美（吉） 1'44"5 

柿元　将志（日）　 48"1 

畠中　麻衣（吉）　 43"1 

下内　七海（吉） 1'47"7 

安山　　樹（日）　 42"8 

中屋敷朋美（吉）　 43"5 

大西　弘城（新）　 15"2 

山口　美聡（新）　 19"4 

朝来野　司（新）　 18"3 

諸正　優蘭（扇）　 19"2 

大西洸太朗（新）　 18"8 

桑原希世美（日）　 17"2 

　 

　 

野口　太陽（扇） 1'14"8 

前花　星南（吉）　 56"6 

安山　　樹（日）　 51"5 

勝田　愛美（日） 1'08"6 

大西　弘城（新）　 22"7 

馬場恵莉菜（新）　 30"8 

荻田　知弥（吉）　 35"3 

堀　　美優（日）　 31"7 

大西洸太朗（新）　 28"4 

桑原希世美（日）　 24"0 

　 

下原　　綾（日） 1'02"2 

　 

　 

　 

畠中　麻衣（吉）　 25"7 

湯之上　蓮（日）　 25"8 

下内　七海（吉） 　25"6 

　 

　 

湯之上　蓮（日）　 58"2 

　 

木下　悠輝（日）　 32"3 

岡村　拓弥（日）　 44"2

宇都　拓海（花） 1'49"2 

下園　理恵（伊） 1'28"8 

深谷　　徹（伊）　 39"6 

徳田　陽香（花）　 41"7 

　 

井上竜太朗（和）　 46"9 

宇田　　愛（花）　 44"0 

　 

　 

樽野　佑斗（伊）　 20"0 

宇田　　愛（花）　 19"9 

久保園夢輝（伊）　 22"1 

窪園　華林（永）　 24"1 

古川　和輝（永） 2'22"7 

秋葉　佳乃（花） 1'53"0 

森　　虹太（和）　 52"7 

下園　理恵（伊）　 49"4 

左近允寿伎（伊）　 52"0 

平田　夏海（伊）　 59"3 

　 

　 

左近允寿伎（伊）　 25"0 

大山　めぐ（伊）　 32"3 

姜　　慎敏（花）　 39"9 

森　　美葉（和）　 32"9 

深谷　　徹（伊）　 53"9 

秋葉　千里（花）　 49"1 

　 

　 

　 

　 

宮本　大地（伊）　 31"4 

亀川　綾夏（伊）　 24"4 

　 

　 

　 

　 

　 

　 

　 

 

野添　　滉（永） 2'16"6 

下園　理恵（伊） 1'38"5 

左近允寿伎（伊） 1'41"1 

眞竹ひなの（伊） 2'01"8

6年男子100m 

6年女子100m 

6年男子50m 

6年女子50m 

5年女子100m 

5年男子50m 

5年女子50m 

6年男子25m 

6年女子25m 

5年男子25m 

5年女子25m 

4年男子25m 

4年女子25m 

6年男子100m 

6年女子100m 

6年男子50m 

6年女子50m 

5年男子50m 

5年女子50m 

6年男子25m 

6年女子25m 

5年男子25m 

5年女子25m 

4年男子25m 

4年女子25m 

6年男子50m 

6年女子50m 

5年男子50m 

5年女子50m 

6年男子25m 

6年女子25m 

5年男子25m 

5年女子25m 

6年男子50m 

6年女子50m 

5年男子50m 

5年女子50m 

6年男子25m 

5年男子25m 

6年男子200m 

6年女子200m 

6年男子100m 

6年女子100m 

5年男子100m 

5年女子100m

自
　
由
　
形 

平
　
泳
　
ぎ 

背
　
泳
　
ぎ 

個
人
メ
ド
レ
ー 

バ
タ
フ
ラ
イ 

種　　　目 東市来地域 伊集院地域 日吉地域 吹上地域 

吹上地域 
（永）⇒永吉小 
（伊）⇒伊作小 
（花）⇒花田小 
（和）⇒和田小 

日吉地域 
（日）⇒日置小 
（住）⇒住吉小 
（新）⇒日新小 
（吉）⇒吉利小 
（扇）⇒扇尾小 

　東市来地域 
（鶴）⇒鶴丸小 
（伊）⇒伊作田小 
（湯）⇒湯田小 
（上）⇒上市来小 
（美）⇒美山小 

　伊集院地域 
（伊）⇒伊集院小 
（飯）⇒飯牟礼小 
（土）⇒土橋小 
（北）⇒伊集院北小 
（妙）⇒妙円寺小 

猛
暑
の
中
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た 

吹上 
かめの子サッカー 

県大会 

一
流
選
手
の
プ
レ
ー
に
感
動 

ヨ
ネ
ッ
ク
ス
女
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
講
習
会 

　第53回全国高校軟式野球選手権鹿児島県大会（7
月4日から6日まで行われた）で育英館高校が初優
勝し、7月11日、市長を表敬訪問しました。 

育英館高校 

　7月29日から30日に行われた第43回全日本少年
剣道錬成大会全国大会に出場する伊集院剣心館が
7月22日、市長を表敬訪問しました。 

伊集院剣心館 

　「
吹
上
か
め
の
子
サ
ッ
カ
ー
県
大
会
」

が
七
月
二
十
六
日
か
ら
二
十
七
日
ま

で
二
日
間
に
わ
た
り
、
吹
上
浜
公
園

陸
上
競
技
場
な
ど
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。 

　
こ
の
大
会
は
、
小
学
四
年
生
以
下

の
子
ど
も
た
ち
に
、
よ
り
多
く
の
試

合
機
会
を
与
え
、
団
体
生
活
を
体
験

す
る
こ
と
に
よ
り
相
互
の
親
睦
を
深

め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
、

今
年
で
二
十
回
を
数
え
ま
し
た
。 

　
日
置
市
商
工
会
青
年
部
吹
上
支
部

や
吹
上
地
域
な
ど
の
サ
ッ
カ
ー
関
係

者
が
主
催
す
る
こ
の
大
会
に
は
、
県

内
各
地
か
ら
七
十
二
チ
ー
ム
の
参
加

が
あ
り
、
同
会
場
の
ほ
か
五
会
場
八

コ
ー
ト
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま

し
た
。 

　
暑
い
中
子
ど
も
た
ち
は
、
ゴ
ー
ル

を
目
指
し
て
一
生
懸
命
ボ
ー
ル
を
追

っ
て
い
ま
し
た
。
将
来
は
こ
の
大
会

に
出
場
し
た
選
手
の
中
か
ら
日
本
を

代
表
す
る
名
選
手
が
誕
生
す
る
こ
と

を
期
待
し
た
い
も
の
で
す
。 

　
ヨ
ネ
ッ
ク
ス
女
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

チ
ー
ム
に
よ
る
講
習
会
が
六
月
六
日
、

伊
集
院
総
合
体
育
館
で
開
催
さ
れ
二

十
人
が
参
加
し
ま
し
た
。 

　
講
習
会
に
は
、
ヨ
ネ
ッ
ク
ス
か
ら

栂
野
尾
昌
一
監
督
、
岩
田
良
子
コ
ー

チ
、
太
田
慎
二
コ
ー
チ
、
元
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
選
手
の
米
倉
加
奈
子
選
手
、

松
田
友
美
選
手
ら
ほ
か
五
人
が
訪
れ

参
加
者
に
ア
ド
バ
イ
ス
。
ま
た
、
い

っ
し
ょ
に
プ
レ
ー
を
す
る
な
ど
、
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
の
技
術
や
楽
し
さ
を
教

わ
り
ま
し
た
。 

　
ヨ
ネ
ッ
ク
ス
の
岩
田
コ
ー
チ
は
「
九

州
は
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
人
口
が
多
く
レ

ベ
ル
も
高
い
、
鹿
児
島
も
こ
れ
か
ら

ど
ん
ど
ん
（
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
が
）
発

展
し
て
い
け
ば
」
と
話
し
、
参
加
者

ら
は
、「
世
界
大
会
レ
ベ
ル
の
方
々

に
教
え
て
も
ら
え
て
、
い
い
記
念
に

な
り
ま
し
た
。
ま
た
機
会
が
あ
れ
ば

参
加
し
た
い
」
と
感
動
し
た
様
子
で

話
し
て
い
ま
し
た
。 



住
民
の
生
命
財
産
を
守
る
た
め
消
防
技
術
を
競
う 

屋
内
消
火
栓
の
取
扱
い 

技
術
を
競
う 

消
防
操
法
大
会 

社
会
の
一
人
ひ
と
り
が
支
え
て
い
く
更
生
へ
の
希
望 

第
五
十
八
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動 

　
消
防
技
術
の
向
上
と
消
防
団
員
の

意
識
高
揚
を
目
的
に
四
月
下
旬
か
ら

七
月
上
旬
に
か
け
て
日
置
市
各
地
域

（
東
市
来
、
伊
集
院
、
日
吉
、
吹
上
）

で
消
防
操
法
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
は
、
小
型
ポ
ン
プ
と
ポ
ン
プ

車
の
部
で
行
わ
れ
、
指
揮
者
の
き
び

き
び
と
し
た
号
令
と
と
も
に
、
操
作

の
所
要
時
間
な
ど
日
頃
の
訓
練
の
成

果
を
競
い
、
気
迫
の
こ
も
っ
た
動
作

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。 

　
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

　
第
二
十
一
回
市
屋
内
消
火
栓
競
技

大
会
が
七
月
二
十
三
日
、
市
消
防
本

部
訓
練
場
で
行
わ
れ
、
管
内
の
事
業

所
か
ら
二
十
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し

た
。 

　
競
技
は
、
一
チ
ー
ム
三
人
で
消
火

栓
ボ
ッ
ク
ス
か
ら
ホ
ー
ス
を
取
り
出

し
、
標
的
物
を
消
火
す
る
ま
で
の
動

作
が
、
的
確
か
つ
迅
速
に
行
わ
れ
る

か
を
審
査
す
る
も
の
で
、
今
年
は
、

選
手
全
員
が
女
性
の
吹
上
学
園
チ
ー

ム
が
優
勝
し
、
二
位
は
初
出
場
の
ビ

ク
ト
リ
ア
街
チ
ー
ム
で
し
た
。 

小
型
ポ
ン
プ
の
部 

　
東
市
来
地
域 

　
　
一
位
　
伊
作
田
分
団 

　
　
二
位
　
湯
田
分
団 

　
伊
集
院
地
域 

　
　
一
位
　
第
二
分
団 

　
　
二
位
　
第
三
分
団 

　
日
吉
地
域 

　
　
一
位
　
南
分
団
北
区
部 

　
　
二
位
　
南
分
団
中
区
部 

　
吹
上
地
域 

　
　
一
位
　
永
吉
分
団
坊
野
部 

　
　
二
位
　
与
倉
分
団
野
首
部 

ポ
ン
プ
車
の
部 

　
東
市
来
地
域 

　
　
一
位
　
中
央
分
団 

　
　
二
位
　
湯
田
分
団 

　
伊
集
院
地
域 

　
　
一
位
　
中
央
分
団
妙
円
寺
部 

　
　
二
位
　
中
央
分
団
町
部 

　
日
吉
地
域 

　
　
一
位
　
南
分
団
南
区
部 

　
　
二
位
　
東
分
団
住
吉
部 

　
吹
上
地
域 

　
　
一
位
　
中
央
分
団
吹
上
部 

　
　
二
位
　
和
田
分
団
和
田
部 

　「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
の

高
ま
り
を
期
し
て
七
月
四
日
、
日
置

市
保
護
司
会
（
谷
口
正
行
代
表
）
が

市
長
に
法
務
大
臣
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

伝
達
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
運
動
は
、
す
べ
て
の
国
民
が
、

犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
罪
を
犯
し
た

人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
力

を
合
わ
せ
、
犯
罪
の
な
い
明
る
い
社

会
を
築
こ
う
と
す
る
も
の
で
、
毎
年
、

七
月
を
強
調
月
間
と
し
て
、
各
地
で

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
展
開
さ
れ

て
い
ま
す
。 

　
こ
れ
に
伴
い
、
社
会
を
明
る
く
す

る
運
動
出
発
式
が
七
月
二
日
、
東
市

来
地
域
の
保
護
司
と
更
正
保
護
女
性

会
員
が
出
席
し
、
東
市
来
支
所
前
駐

車
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
そ
の
後
、
地
域
を
巡
り
な
が
ら
運

動
へ
の
理
解
と
協
力
を
訴
え
ま
し
た
。

　
ま
た
、
吹
上
地
域
で
は
、
社
会
を

明
る
く
す
る
運
動
の
出
発
式
が
七
月

一
日
、
吹
上
支
所
玄
関
前
で
行
わ
れ

た
後
、
地
域
内
を
バ
ス
に
運
動
を
知

ら
せ
る
横
断
幕
を
つ
け
広
報
活
動
を

展
開
し
ま
し
た
。 

　
活
動
後
、
法
務
省
企
画
の
広
報
ビ

デ
オ
を
鑑
賞
し
、
犯
罪
の
未
然
防
止

や
ミ
ニ
集
会
の
開
催
、
活
動
の
あ
り

方
な
ど
に
つ
い
て
、
意
見
交
換
が
行

わ
れ
ま
し
た
。 

担
い
手
農
家
結
婚
支
援
協
議
会
を
設
立 

　
日
置
市
で
は
、
独
身
担
い
手
農
家

の
配
偶
者
確
保
に
向
け
た
取
り
組
み

を
行
い
、
地
域
農
業
の
活
性
化
を
図

ろ
う
と
、
市
中
央
公
民
館
で
七
月
四

日
、
日
置
市
担
い
手
農
家
結
婚
支
援

協
議
会
の
設
立
総
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。 

　
宮
路
市
長
は
「
農
家
の
方
々
と
の

会
合
の
際
、
特
に
独
身
の
農
業
後
継

者
が
多
い
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
こ

の
協
議
会
が
中
心
と
な
り
、
一
組
で

も
多
く
の
カ
ッ
プ
ル
が
誕
生
す
る
こ

と
を
期
待
し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。

会
で
は
二
十
年
度
の
事
業
計
画
や
収

支
予
算
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

　
今
年
度
は
、
十
月
十
八
日
か
ら
十

九
日
に
農
業
体
験
を
取
り
入
れ
た
「
ふ

れ
あ
い
交
流
会
」
の
イ
ベ
ン
ト
を
実

施
し
ま
す
。 

　
ま
た
、
担
い
手
農
家
の
結
婚
成
立

に
対
し
て
の
お
祝
い
金
な
ど
の
支
給

制
度
も
始
ま
り
、
担
い
手
農
家
結
婚

祝
い
金
の
初
め
て
の
支
給
式
が
七
月

十
八
日
、
市
役
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
支
給
を
受
け
た
の
は
、
今
村
優
貴

さ
ん
、
良
子
さ
ん
夫
妻
（
東
市
来
）。

式
で
は
、
宮
路
市
長
が
「
今
年
度
か

ら
担
い
手
農
家
等
結
婚
報
償
金
制
度

を
開
始
し
、
今
回
が
第
一
回
目
の
支

給
で
す
。
今
村
さ
ん
ご
夫
妻
が
、
今

後
、
畜
産
農
家
と
し
て
活
躍
さ
れ
る

こ
と
を
祈
念
し
ま
す
」
と
激
励
の
あ

い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。 

　
今
村
さ
ん
は
「
現
在
、
生
産
・
育

成
牛
が
三
十
五
頭
い
ま
す
。
飼
料
等

の
コ
ス
ト
高
で
大
変
で
す
が
、
二
人

で
力
を
合
わ
せ
て
牛
を
五
十
頭
、
八

十
頭
と
増
や
し
て
い
き
た
い
で
す
」

と
抱
負
を
話
し
て
い
ま
し
た
。 

　
担
い
手
農
家
結
婚
祝
い
金
な
ど
の

支
給
制
度
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ

先
。 

日
置
市
農
業
委
員
会
事
務
局 

電
話
　
〇
九
九
‐
二
七
三
‐
二
一
一
一 

　
　
　（
内
線
　
一
一
九
二
） 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
吹
上
浜
が
き
れ
い
に!

吹
上
浜
ク
リ
ー
ン
作
戦 

　
日
本
三
大
砂
丘
の
一
つ
で
あ
り
、

日
本
の
渚
百
選
に
も
選
ば
れ
て
い
る

吹
上
浜
の
自
然
や
白
砂
青
松
の
景
勝

を
守
る
た
め
、
吹
上
浜
ク
リ
ー
ン
作

戦
が
七
月
十
二
日
、
東
市
来
地
域
、

日
吉
地
域
、
吹
上
地
域
で
行
わ
れ
ま

し
た
。 

　
当
日
は
、
早
朝
か
ら
の
作
業
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
一
、
八
〇
三
人
（
東

市
来
地
域
六
三
〇
人
、
日
吉
地
域
七

六
〇
人
、
吹
上
地
域
四
一
三
人
）
が

参
加
。
シ
チ
ズ
ン
セ
イ
ミ
ツ
鹿
児
島

（
株
）や
小
正
酒
造（
株
）な
ど
会
社
ぐ

る
み
で
参
加
さ
れ
た
方
を
含
め
全
員

で
海
岸
に
打
ち
上
げ
ら
れ
た
流
木
の

除
去
や
空
き
缶
、
空
き
瓶
、
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
な
ど
を
分
別
し
な
が
ら
清
掃

し
ま
し
た
。 

　
な
お
、
こ
の
作
業
で
集
ま
っ
た
ゴ

ミ
は
、
東
市
来
地
域
が
可
燃
物
三
七

〇
㌔
、
不
燃
物
三
四
〇
㌔
、
日
吉
地

域
が
可
燃
物
五
〇
〇
㌔
、
不
燃
物
二

九
〇
㌔
、
吹
上
地
域
が
可
燃
物
七
三

〇
㌔
、
不
燃
物
、
三
五
〇
㌔
で
し
た
。 

▲担い手農家結婚支援協議会 

▲今村優貴さん、良子さん夫妻 

▲吹上地域 ▲吹上地域 ▲東市来地域 

▲日吉地域 

▲東市来地域 

日置市 
農業委員会 

第21回市屋内 
消火栓競技大会 



待
望
の
交
流
施
設
完
成 

妙
円
寺
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
落
成
式 
お
金
に
つ
い
て 

　
　
　学
び
ま
し
た 

鶴
丸
小
家
庭
科 

　
妙
円
寺
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
落
成

記
念
式
典
・
祝
賀
会
が
七
月
五
日
、

同
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
関
係
者

約
百
五
十
人
が
出
席
し
ま
し
た
。 

　
落
成
式
で
は
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ

レ
モ
ニ
ー
と
し
て
、
妙
円
寺
小
学
校

の
器
楽
部
演
奏
、
伊
集
院
北
中
学
校

の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
演
奏
に
続
き
、
宮

路
市
長
、
妙
円
寺
地
区
公
民
館
常
深

館
長
が
あ
い
さ
つ
。 

　
そ
の
後
、
工
事
関
係
者
に
感
謝
状

が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。 

　
今
後
、
地
域
の
方
々
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
の
拠
点
と
し
、
こ
れ
か
ら

の
利
用
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

　
こ
の
交
流
セ
ン
タ
ー
は
、
平
成
十

九
年
十
一
月
に
着
工
、
平
成
二
十
年

五
月
に
完
成
し
、
総
事
業
費
二
億
二

千
六
百
二
十
一
万
四
千
円
。
施
設
は
、

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
（
一
部
鉄
骨
）

平
屋
建
て
（
建
築
面
積
五
九
九
・
五

〇
平
方
㍍
）
で
、
大
ホ
ー
ル
、
調
理

室
、
会
議
室
二
ヵ
所
、
和
室
、
ト
イ

レ
等
を
備
え
て
い
ま
す
。 

　
鶴
丸
小
（
東
市
来
）
六
年
の
児
童

が
七
月
十
四
日
、「
お
金
の
役
割
と

は
な
に
か
」
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。 

　
こ
れ
は
、
家
庭
科
の
時
間
を
利
用

し
て
講
師
に
日
本
銀
行
鹿
児
島
支
店

長
市
川
能
英
（
よ
し
ひ
で
）
さ
ん
を

迎
え
て
行
わ
れ
た
も
の
。
　
　
　
　 

　
市
川
さ
ん
は
「
誰
で
も
受
け
取
っ

て
く
れ
る
。
持
っ
て
い
て
も
価
値
は

減
ら
な
い
。
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
」

と
お
金
の
特
徴
な
ど
を
説
明
し
、
児

童
は
実
際
に
ゲ
ー
ム
を
通
じ
て
、
社

会
の
中
で
の
お
金
の
流
通
に
つ
い
て

学
び
ま
し
た
。 

　
　
橋
さ
く
ら
さ
ん
は
「
お
金
が
流

通
す
る
例
え
が
プ
ラ
カ
ー
ド
な
ど
を

使
っ
て
い
て
分
か
り
や
す
か
っ
た
」

と
話
し
ま
し
た
。 

永
吉
・
花
田
小
学
校
合
同
田
植
え 

　
永
吉
小
学
校
の
一
年
生
か
ら
四
年

生
ま
で
の
三
十
七
名
と
花
田
小
学
校

の
全
児
童
三
十
七
名
で
合
同
の
田
植

え
を
七
月
一
日
に
行
い
ま
し
た
。 

　
場
所
は
山
神
の
郷
近
く
の
田
ん
ぼ

で
「
永
吉
ふ
れ
あ
い
会
」
会
員
の
説

明
の
あ
と
早
速
田
植
え
に
挑
戦
し
ま

し
た
。
水
田
に
ひ
も
を
は
り
、
手
で

稲
を
数
本
ず
つ
植
え
て
い
き
ま
し
た

が
、
中
に
は
腰
が
痛
く
な
り
休
憩
す

る
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
田
植
え
機
に
よ
る
体
験
も

経
験
し
ま
し
た
が
、
緊
張
し
な
が
ら

も
楽
し
そ
う
に
指
導
を
受
け
て
い
ま

し
た
。
さ
つ
ま
い
も
が
材
料
と
な
っ

て
い
る
田
植
え
だ
ん
ご
も
振
る
舞
わ

れ
児
童
た
ち
の
お
な
か
を
満
た
し
て

い
ま
し
た
。 

　
田
植
え
が
修
了
し
た
後
用
水
路
で

水
遊
び
を
す
る
児
童
も
み
ら
れ
ま
し

た
。
き
れ
い
な
水
が
田
や
周
辺
の
家

を
と
お
り
食
物
の
成
長
に
欠
か
せ
な

い
も
の
に
な
っ
て
い
る
こ
と
、
そ
の

大
切
さ
を
実
感
し
た
一
日
で
し
た
。 

新
し
い
保
育
園
が
で
き
ま
し
た 

収穫が楽しみです 

厳
浄
寺
保
育
園 

　
吹
上
町
中
之
里
に
あ
る
社
会
福
祉

法
人
慧
光
会
厳
浄
寺
保
育
園
で
六
月

十
九
日
新
保
育
園
の
落
成
式
が
行
わ

れ
関
係
者
約
五
十
人
が
出
席
し
ま
し

た
。 

　
山
　
淳
朗
理
事
長
の
「
地
域
に
根

ざ
し
た
保
育
事
業
を
実
施
し
て
い
き

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
の
あ
と
、
年
長

児
の
ゆ
り
組
さ
ん
十
二
名
の
「
地
域

の
皆
さ
ん
い
つ
ま
で
も
見
守
っ
て
く

だ
さ
い
、
そ
し
て
厳
浄
寺
保
育
園
の

こ
と
を
応
援
し
て
く
だ
さ
い
」
と
お

礼
の
こ
と
ば
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
同
園
は
、
特
別
保
育
事
業
と
し
て

延
長
保
育
促
進
事
業
・
世
代
間
交
流

事
業
・
異
年
齢
児
交
流
事
業
等
に
取

り
組
み
、
地
域
の
保
育
資
源
の
情
報

提
供
な
ど
、
地
域
の
子
育
て
家
庭
に

対
す
る
育
児
支
援
を
行
う
地
域
子
育

支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
に
も
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。 

　
園
児
た
ち
は
新
し
く
な
っ
た
保
育

園
で
、
元
気
い
っ
ぱ
い
に
遊
ん
だ
り

学
ん
だ
り
し
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

皆
さ
ん
も
ど
う
か
見
守
っ
て
く
だ
さ

い
。 

神
之
川
ク
リ
ー
ン
作
戦
＆
親
子
い
か
だ
下
り 

伊
集
院
小
お
や
じ
の
会 

　「
伊
集
院
小
お
や
じ
の
会
」（
建
山

芳
徳
会
長
）
が
、
伊
集
院
の
市
街
地

を
流
れ
る
神
之
川
で
七
月
十
三
日
、

先
生
や
Ｏ
Ｂ
会
員
を
含
め
、
親
子
四

十
五
人
が
参
加
し
「
神
之
川
ク
リ
ー

ン
作
戦
＆
親
子
い
か
だ
下
り
」
を
実

施
し
ま
し
た
。 

　
当
日
は
、
午
前
中
伊
集
院
駅
に
近

い
徳
重
橋
か
ら
上
流
数
百
㍍
を
親
子

で
、
腰
ま
で
水
に
つ
か
り
な
が
ら
川

底
の
ゴ
ミ
を
拾
い
ま
し
た
。
こ
の
日
、

拾
っ
た
ゴ
ミ
は
軽
ト
ラ
ッ
ク
一
台
分
。 

　
昼
食
は
、
河
原
で
お
母
さ
ん
た
ち

が
は
が
ま
で
炊
い
た
「
炊
き
込
み
ご

飯
」
今
年
初
め
て
参
加
し
た
、
中
村

駿
平
君
（
三
年
）、
政
貴
君
（
二
年
）

兄
弟
は
、「
川
遊
び
や
ゴ
ミ
拾
い
の
後
、

河
原
で
み
ん
な
と
い
っ
し
ょ
に
食
べ

た
ご
飯
が
お
い
し
か
っ
た
」
と
笑
顔

で
話
し
、
五
升
炊
い
た
ご
飯
は
あ
っ

と
い
う
間
に
な
く
な
り
ま
し
た
。 

　
午
後
か
ら
い
よ
い
よ
、
い
か
だ
下

り
。
市
役
所
裏
上
流
の
、
か
ら
す
だ

橋
か
ら
徳
重
橋
ま
で
約
二
㌔
を
手
づ

く
り
の
い
か
だ
十
三
艇
に
そ
れ
ぞ
れ

親
子
で
乗
り
込
み
下
り
ま
し
た
。 

　
流
れ
の
速
い
と
こ
ろ
で
は
、
転
覆

し
そ
う
に
な
り
、
緩
や
か
な
と
こ
ろ

で
は
回
り
の
景
色
を
眺
め
な
が
ら
約

一
時
間
、
親
子
の
ふ
れ
あ
い
を
楽
し

み
ま
し
た
。 

　
こ
の
ほ
か
、
お
や
じ
の
会
で
は
、

紙
よ
ろ
い
作
成
や
お
や
じ
の
た
め
の

教
育
懇
談
会
、
手
づ
く
り
た
こ
揚
げ

大
会
な
ど
年
間
を
通
し
て
親
子
の
ふ

れ
あ
い
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

工
夫
を
凝
ら
し
、元
気
よ
く
発
表 

住
吉
小
学
校
暗
唱
発
表
会 

　
住
吉
小
学
校
体
育
館
で
、
七
月
八

日
か
ら
十
日
ま
で
の
三
日
間
、
暗
唱

発
表
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
発
表
会
は
毎
年
七
月
と
一
月

に
行
わ
れ
、
話
す
こ
と
や
聞
く
こ
と

を
自
ら
体
験
す
る
た
め
、
教
科
書
や

図
書
の
本
を
暗
唱
し
、
学
年
ご
と
に

全
校
生
徒
の
前
で
発
表
し
ま
す
。 

　
一
年
生
は
、「
い
ろ
い
ろ
な
く
ち

ば
し
」
と
題
し
て
、
写
真
を
使
っ
て
、

オ
ウ
ム
や
ペ
リ
カ
ン
な
ど
の
鳥
の
く

ち
ば
し
に
つ
い
て
の
説
明
文
と
、
好

き
な
「
詩
」
を
暗
唱
し
ま
し
た
。 

　
二
年
生
は
、
教
科
書
の
中
か
ら
、

物
語
文
「
ス
イ
ミ
ー
」
で
、
お
面
を

着
け
て
の
発
表
で
し
た
。 

　
そ
し
て
、
三
年
生
は
昔
話
「
三
年

と
う
げ
」、
四
年
生
は
「
白
い
ぼ
う
し
」、

五
・
六
年
生
は
「
古
典
と
そ
の
注
釈
」

を
、
言
葉
だ
け
で
は
な
く
、
動
作
や

絵
や
物
を
使
っ
て
工
夫
を
凝
ら
し
、

表
現
し
て
い
ま
し
た
。 

　
発
表
者
は
、
緊
張
し
な
が
ら
も
、

元
気
よ
く
暗
唱
し
て
い
ま
し
た
。 

　
み
ん
な
真
剣
に
発
表
を
聞
い
て
い

て
、「
声
が
大
き
く
て
良
か
っ
た
」、「
写

真
を
使
っ
て
と
て
も
わ
か
り
や
す
か

っ
た
」
な
ど
、
感
想
も
は
き
は
き
と

答
え
て
い
ま
し
た
。 

「
ウ
ミ
ガ
メ
」
を
守
り
ま
し
ょ
う 

伊
作
小
学
校
か
め
さ
ん
祭
り 

　
吹
上
浜
の
美
し
い
自
然
と
産
卵
に

上
陸
す
る
ウ
ミ
ガ
メ
に
関
心
を
持
ち
、

郷
土
を
愛
し
自
然
や
生
物
の
環
境
保

護
に
対
す
る
心
を
育
て
行
事
に
参
加

す
る
喜
び
を
味
わ
う
こ
と
が
狙
い
で
、

今
年
も
伊
作
小
学
校
（
吹
上
）
で
は

六
月
二
十
日
に
「
か
め
さ
ん
祭
り
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
校
庭
で
四
年
生
が
ウ
ミ
ガ
メ
の
生

態
な
ど
を
調
べ
た
ク
イ
ズ
を
行
っ
た

後
、
吹
上
音
頭
を
踊
り
、
浴
衣
を
着

た
り
学
年
ご
と
に
工
夫
を
こ
ら
し
、「
ウ

ミ
ガ
メ
の
た
め
に
砂
丘
に
ゴ
ミ
を
捨

て
る
な
」
な
ど
と
書
い
た
プ
ラ
カ
ー

ド
を
用
意
。
そ
の
後
、
街
頭
パ
レ
ー

ド
を
行
い
環
境
保
護
に
つ
い
て
ア
ピ

ー
ル
し
ま
し
た
。 

　
吹
上
浜
で
は
年
々
ウ
ミ
ガ
メ
の
上

陸
頭
数
が
減
少
傾
向
に
あ
る
よ
う
で

す
。
ウ
ミ
ガ
メ
が
安
心
し
て
産
卵
で

き
る
環
境
づ
く
り
に
み
ん
な
で
取
り

組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
　
。 



期
間
中
の
無
事
を
祈
り
ま
し
た 

吹
上
浜
キ
ャ
ン
プ
村
開
き 

　
吹
上
浜
キ
ャ
ン
プ
村
開
き
が
七
月

十
日
、
同
村
で
あ
り
ま
し
た
。 

　
市
・
日
置
警
察
署
・
市
観
光
協
会

お
よ
び
管
理
業
務
を
委
託
さ
れ
て
い

る
公
共
施
設
管
理
公
社
ら
関
係
者
が

集
ま
り
、
神
事
に
よ
り
キ
ャ
ン
プ
期

間
中
の
無
事
を
祈
り
ま
し
た
。 

　
古
く
か
ら
親
し
ま
れ
て
い
る
キ
ャ

ン
プ
村
は
、
健
全
な
ア
ウ
ト
ド
ア
体

験
が
で
き
る
所
と
し
て
大
勢
の
方
が

利
用
で
き
る
よ
う
開
村
に
向
け
て
準

備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。 

　
昨
年
は
千
三
百
十
名
の
利
用
実
績

が
あ
り
、
家
族
連
れ
の
利
用
が
ほ
と

ん
ど
の
よ
う
で
し
た
。
バ
ン
ガ
ロ
ー

や
台
座
付
テ
ン
ト
が
人
気
が
高
い
と

い
う
こ
と
で
す
。 

　
こ
の
キ
ャ
ン
プ
村
は
、
昭
和
二
十

四
年
か
ら
開
村
し
て
お
り
老
舗
的
存

在
で
す
。
夏
休
み
も
残
り
わ
ず
か
、

み
な
さ
ん
も
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ

い
。 

筏
が
川
面
を
飾
り
ま
し
た 

第
二
十
回
永
吉
川
筏
下
り 

　
永
吉
の
郷
社
で
あ
る
久
多
島
神
社 

　
夏
祭
り
を
盛
り
上
げ
る
た
め
、
地

区
青
壮
年
が
中
心
と
な
り
「
永
吉
川

筏
下
り
」
が
七
月
十
八
日
、
開
催
さ

れ
ま
し
た
。 

　
筏
下
り
は
、
地
域
の
力
を
結
集
し

協
力
・
創
意
・
交
流
を
合
言
葉
に
進

め
ら
れ
、
さ
ら
に
楽
し
く
住
み
良
い

地
域
づ
く
り
に
寄
与
す
る
こ
と
を
趣

旨
に
実
施
さ
れ
て
お
り
、
今
年
で
二

十
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。 

　
今
年
は
、
八
艇
の
筏
が
参
加
。
話

題
と
な
っ
て
い
る
「
篤
姫
」
や
「
北

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
を
題
材
に
し
た

艇
が
見
ら
れ
ま
し
た
。 

　
各
部
門
の
最
優
秀
賞
は
次
の
と
お

り
で
す
。 

　【
筏
部
門
】 

　
　
最
優
秀
賞
　
さ
く
ら
じ
ま
ん
号

　
　（
２
区
）　 

　【
標
語
部
門
】 

　
　
最
優
秀
賞
　
愛
宕
山
号
（
３
区
）

　
　「
深
い
絆
の
故
郷
お
こ
し
　
筏

　
　
下
り
は
真
夏
の
夜
の
夢
」 

湯
之
元
に
活
気
を
！ 

湯
之
元
温
泉
と
う
ろ
う
祭
り 

　
市
商
工
会
東
市
来
支
所
会
館
前
広

場
に
て
七
月
二
十
六
日
、「
湯
之
元

温
泉
と
う
ろ
う
祭
り
」
が
行
わ
れ
ま

し
た
。 

　
主
催
は
、「
湯
之
元
が
ん
ば
ろ
う
会
」

で
、
湯
之
元
の
街
に
活
気
を
と
毎
年

開
催
さ
れ
、
今
年
で
六
回
目
と
な
り

ま
す
。 

　
た
く
さ
ん
の
灯
ろ
う
が
照
ら
す
中
、

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
五
つ
太
鼓
演
奏
、

フ
ラ
ダ
ン
ス
、
南
し
ょ
う
こ
歌
謡
シ

ョ
ー
や
ち
び
っ
こ
ラ
ム
ネ
早
飲
み
競

争
な
ど
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。 

   

　
文
芸
エ
リ
カ
（
東
市
来
） 

 

雨
に
散
る
並
木
の
桜
を
惜
し
み
つ
つ 

今
年
の
春
の
逝
く
を
思
へ
り 

重
久
ヨ
シ
子  

幾
十
年
納
屋
に
眠
り
し
古
時
計 

抱
う
る
胸
に
ぼ
ー
ん
と
鳴
れ
り 

福
宿
　
玲
子 

 

　
日
吉
短
歌
講
座 

 

健
康
に
一
番
良
い
と
歩
き
み
る 

五
日
も
続
け
ば
休
み
た
く
な
る 

曽
山
　
順
子 

 

近
く
て
も
い
つ
も
車
に
頼
る
吾 

歩
い
て
み
る
と
自
然
は
頬
笑
む 

　
鳩
野
ト
ミ
子 

 

青
鷺
の
巣
立
ち
間
近
や
散
歩
道 

樹
々
の
繁
り
は
森
膨
ら
ま
す 

宮
原
　
久
子 

   

　
文
芸
エ
リ
カ
（
東
市
来
） 

 

蝉
し
ぐ
れ
絶
へ
て
夕
闇
深
ま
り
ぬ 

新
　
　
登
　  

　
奴
草
俳
句
会
（
東
市
来
） 

 

久
々
に
村
に
泳
げ
る
鯉
の
ぼ
り 

大
庭
　
正
道  

環
嶺
に
雲
の
パ
ノ
ラ
マ
梅
雨
明
け
る 

田
　
彰
典  

川
面
生
う
合
歓
の
花
咲
く
散
歩
道 

北
山
　
文
子 

 

　
日
吉
町
俳
句
会 

 

茄
子
の
艶
い
の
ち
の
も
と
と
か
が
や
け
り 

大
迫
　
一
弘 

 

し
っ
と
り
と
開
花
う
な
が
す
春
の
雨 米

丸
　
節
子 

種
蒔
き
し
恵
み
の
雨
を
聞
く
夜
か
な 松

村
ス
ミ
子 

 

　
吹
上
砂
丘
俳
句
会 

 

迷
い
道
青
田
の
風
に
巻
か
れ
け
り 

池
上
　
悠
子 

 

波
の
音
の
は
ま
ひ
る
が
ほ
や
日
脚
伸
ぶ 

永
田
サ
ツ
キ 

 

目
覚
め
て
も
ゐ
ね
て
も
一
人
水
中
花 

片
之
坂
ス
ミ
子 

       

　
コ
ケ
ケ
狂
句
会
（
東
市
来
） 

 

厳
し
稽
古
汗
と
涙
で 

優
勝
ち
ょ
握
っ 

山
下
　
小
菊
（
ハ
ナ
ヱ
）  

願
ご
た
如
っ
一
姫
二
太
郎 

生
ん
分
け
っ 

石
原
テ
ー
ラ
（
昇
）  

胃
の
中
で
ま
だ
泳
ご
そ
な 

活
造 

外
薗
湯
乃
春 

 

　
土
橋
狂
句
会
（
伊
集
院
） 

 

植
え
た
野
菜
肥
料
と
薬
い
で 

馬
鹿
な
け
っ 

柿
内
　
梅
星
（
實
弘
） 

機
械
植
え
女
房
あ
畦
か
あ 

下
知
ば
し
っ 

和
田
　
竜
風
（
学
） 

太
て
傘
も
ぞ
っ
ぷ
い
濡
る
っ 

肥
満
妻 

宮
田
　
原
八
（
隆
） 

 

　
さ
ざ
な
み
狂
句
会
（
吹
上
） 

 

夕
立
雨
遠
行
ん
児
童
お 

追
散
ら
け
っ 

入
來
院
彦
六
（
元
彦
）  

田
の
顔
を
痘
痕
い
な
け
た 

強
え
俄
雨 

池
上
　
歌
子
（
良
子
）  

首
ぶ
垂
れ
た
野
菜
も
俄
雨
で 

生
っ
上
が
っ 

池
畑
　
鉄
亀
（
哲
也
） 

  

▲軽石とうろう 
日
置
市
文
化
協
会 

　
　
　
　
　
　
　
や
　
せ
　
こ
　
え
　
　
　
く
す 

  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　か
　
か
　
　
　
あ
ぜ 

　げ
　
　っ 

 

　
ふ 

  

だ 

ん 

べ 

か 

か 

      

さ 

だ 

っ 

あ 

め   

え 

ん 

こ
　
　
　
こ
　
ど 

   

う
　
ち 

  

　
　
　
　
　つ
ら
　
　
　
あ
ば
た 

   

つ
　
　
　
さ
だ
っ 

     

く
　
　
　
た
　
　
　
　
　
　
や
　
せ
　
　
　
さ
だ
っ 

   

い
　
　
　
き
ゃ 

き
び
　
　
　
け
　
こ
　
　
　
　
　
な
ん
だ 

　
　か
　
　
　
　
　
　
に
ぎ 

   

ね
　
　
　
　
　
　
ご 

 

う 

  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
よ 

い
っ
づ
く
い 

い
く
と
と
せ 

い
か
だ 

観光・イベント 



　忙しい毎日に追われ、ついつい自分の体のことを後回しにしてしまいがちになります。でも体は正

直です。運動習慣がないと肥満や筋力の低下、肩こり、足腰の衰え、体力の低下などはもちろん、ひ

いては免疫力の低下や老化を招くといわれています。日置市では、「男性の５人に１人は肥満である。

特に40歳代男性に肥満が多く、市民の７割が運動習慣 が無い。（元気な市民づくり運動推進計画より）」

というのが現状です。皆さんはいかがでしょうか?　 

＊運動習慣とは…おおむね週に２回以上、１回30分以上、１年以上持続している習慣のことです 

◎ウォーキング 
効　　　果：肥満予防・解消、高脂血症を防ぐ、高血圧を抑える、動脈硬化を予防する、ストレス解消、糖

尿病を防ぐ、老化を防ぐ、持久力がつく 
方　　　法：背筋はまっすぐ、腕は大きく振る、呼吸は歩くスピードに合わせて２回吐いて２回吸う 
アドバイス：１回20分以上、週２回以上が望ましい運動量ですが、慣れるまでは自分のペースで。無理は禁

物です。おしゃべりができるくらい楽な感じの運動強度で行います。 

◎ストレッチ 
効　　　果：ストレス解消、肩こり・関節痛の解消、疲労回復、筋力をほぐすことでけがを予防する 
方　　　法：伸ばしている筋肉を意識して行う、反動はつけない、呼吸は止めずにゆっくり吐きながら行う、

最初の姿勢に戻ったら筋肉を休ませる 
アドバイス：朝の目覚め、休憩時間や仕事の合間、お風呂上りや寝る前がお勧めです。 

☆運動は「楽しく、短時間からでも、いつでも」がポイントです。ぜひ今日から始めてみましょう !

伊
集
院
地
域 

（
出
生
児
）　
　（
保
護
者
）（
自
治
会
） 

原
口
　
七
來
　
　
亮
一
　
　
天
神
馬
場 

有
留
　
　
新
　
　
久
朝
　
　
飯
牟
礼
上 

田
代
　
　
響
　
　
純
悟
　
　
妙
円
寺
一
区 

福
山
　
　
蘭
　
　
進
一
　
　
天
神
馬
場 

今
村
友
理
亜
　
　
稔
　
　
　
つ
つ
じ
ヶ
丘
二
区 

長
友
　
莉
桜
　
　
哲
也
　
　
天
神
馬
場 

宮
下
　
真
緒
　
　
善
郎
　
　
向
江
町 

末
永
　
　
旬
　
　
清
実
　
　
恋
之
原 

上
口
　
蒼
空
　
　
浩
輔
　
　
大
田
上 

國
生
　
悠
斗
　
　
誠
　
　
　
妙
円
寺
五
区 

有
村
　
旬
平
　
　
義
伸
　
　
桑
畑 

迫
田
　
琴
音
　
　
亮
　
　
　
駅
前 

黒
葛
　
滉
陽
　
　
安
章
　
　
下
方
限 

兒
玉
　
直
人
　
　
剛
　
　
　
郡
下 

幾
留
　
義
智
　
　
俊
治
　
　
妙
円
寺
五
区 

國
元
都
芙
子 

　
　
武
　
　
　
猪
鹿
倉 

横
山
　
昂
生
　
　
和
正
　
　
郡
下 

飯
牟
　
実
宗
　
　
実
史
　
　
善
福 

　
永
　
響
樹
　
　
瑞
樹
　
　
麓
東 

松
元
　
　
心
　
　
拓
也
　
　
向
江
町
　 

小
野
夏
由
華
　
　
孝
彦
　
　
飯
牟
礼
中 

野
　
　
星
那
　
　
功
匡
　
　
猪
鹿
倉
　 

脇
田
　
聖
優
　
　
浩
次
　
　
四
郎
園 

高
田
小
友
紀
　
　
良
太
　
　
徳
重
東 

谷
山
　
心
実
　
　
誠
一
　
　
天
神
馬
場 
 

東
市
来
地
域 

（
出
生
児
）　
　（
保
護
者
）（
自
治
会
） 

松
崎
　
　
香
　
　
秀
樹
　
　
城
之
町 

松
崎
　
蓮
香
　
　
秀
樹
　
　
城
之
町 

奥
薗
　
愛
菜
　
　
勇
介
　
　
杉
之
迫 

下
茂
　
建
矢
　
　
範
彦
　
　
皆
田
西 

　
田
　
雄
大
　
　
純
治
　
　
坂
之
上
下 

有
村
　
颯
良
　
　
徹
　
　
　
杉
之
迫 

岸
上
千
奈
乃
　
　
洋
一
　
　
元
湯 

 

日
吉
地
域 

（
出
生
児
）　
　（
保
護
者
）（
自
治
会
） 

川
窪
　
一
彰
　
　
利
幸
　
　
八
幡 

有
馬
虎
太
郎
　
　
信
一
　
　
草
原 

鳩
野
　
真
央
　
　
浩
二
　
　
熊
野 

 

吹
上
地
域 

（
出
生
児
）　
　（
保
護
者
）（
自
治
会
） 

松
木
大
獅
朗
　
　
誠
　
　
　
下
草
田 

山
野
　
珠
李
　
　
隆
文
　
　
入
来
浜 

吉
村
え
れ
な
　
　
正
一
　
　
南
湯
之
元 

      

伊
集
院
地
域 

（
故
人
）　
　
　（
享
年
）（
自
治
会
） 

四
郎
園
吉
春
　
　
90
　
上
方
限 

榎
園
ミ
ツ
エ
　
　
92
　
飯
牟
礼
上 

橋
口
　
チ
ヨ
　
　
86
　
上
神
殿 

原
之
園
ヱ
ミ
　
　
72
　
中
福
良 

西
山
シ
ヅ
エ
　
　
92
　
や
は
ず
の
里 

町
田
　
　
操
　
　
79
　
上
土
橋 

横
手
ハ
ツ
ヱ
　
　
81
　
寺
脇 

植
田
規
美
子
　
　
72
　
大
田
下 

栫
　
ス
ミ
エ
　
　
89
　
中
川 

  

東
市
来
地
域 

（
故
人
）　
　
　（
享
年
）（
自
治
会
） 

久
保
ア
ヤ
子
　
　
80
　
荻 

田
丸
　
ス
ミ
　
　
85
　
荻 

寺
師
　
三
彦
　
　
90
　
美
山
上 

田
渕
　
キ
ミ
　
　
95
　
田
代 

桑
木
野
純
義
　
　
90
　
田
之
湯 

辻
丸
　
安
男
　
　
80
　
美
山
上 

幾
留
ユ
キ
枝
　
　
87
　
駅
前 

山
下
夕
起
子
　
　
60
　
向
湯
田 

山
本
　
宗
次
　
　
79
　
駅
前 

藤
田
　
澄
子
　
　
57
　
坂
之
上
下 

立
和
名
榮
吉
　
　
91
　
高
塚
西 

 

日
吉
地
域 

（
故
人
）　
　
　（
享
年
）（
自
治
会
） 

岡
山
　
秀
光
　
　
79
　
草
原 

笠
野
　
エ
ミ
　
　
79
　
笠
ヶ
野 

下
池
　
フ
ヂ
　
　
92
　
日
置
麓 

前
畑
　
栄
子
　
　
58
　
山
田 

奥
　
　
キ
ミ
　
　
90
　
二
潟 

　
　
　
政
治
　
　
71
　
北
区 

内
山
ミ
ツ
ヱ
　
　
81
　
山
田 

小
久
保
美
津
子
　
47
　
八
幡 

坂
口
　
ツ
ユ
　
　
88
　
中
区 

 

吹
上
地
域 

（
故
人
）　
　
　（
享
年
）（
自
治
会
） 

鹿
倉
　
政
男
　
　
78
　
上
田
尻 

原
田
　
敏
雄
　
　
96
　
今
田 

下
園
　
政
男
　
　
86
　
助
代 

松
浦
　
玲
子
　
　
55
　
永
吉
ふ
も
と 

下
園
　
フ
ミ
　
　
89
　
中
和
田 

駒
田
　
義
弘
　
　
69
　
今
田 

池
畑
オ
テ
イ
　
　
93
　
亀
原 

大
坪
　
　
一
　
　
85
　
下
与
倉 

池
田
　
哲
郎
　
　
74
　
ふ
も
と 

内
宮
ユ
キ
ノ
　
　
87
　
中
草
田 

　
田
　
良
夫
　
　
81
　
小
牧 

　
　
な
　
な
 

　
　
　
あ
ら
た
 

　
　
　
ひ
び
き
 

　
　
　
　ら
ん
 

ゆ
　
り
　
あ
 

　
　
り
　
お
 

　
　
ま
　
お
 

　
　
　
し
ゅ
ん
 

　
　
そ
　
ら
 

　
ひ
さ
と
 

　
し
ゅ
ん
ぺ
い
 

　
　こ
と
ね
 

　
こ
う
よ
う
 

　
な
お
と
 

　
よ
し
と
も
 

と
　
う
　
こ
 

　
こ
う
せ
い
 

　
じ
っ
し
ゅ
う
 

　
　
ひ
び
き
 

　
　
　
こ
こ
ろ
 

な
　
ゆ
　
か
 

　
　
せ
　
な
 

　
せ
い
な
 

こ
　
と
　
の
 

　
　こ
こ
み
 

 

　
　
り
ん
か
 

　
　
れ
ん
か
 

　
　
あ
い
な
 

　
　
た
つ
や
 

　
　
た
け
ひ
ろ
 

　
　
そ
　
ら
　
 

　ち
　
な
　
の
 

   　
　
か
ず
て
る
 

　こ
　
た
ろ
う
 

　
　
　ま
　
お
 

   た
い
し
ろ
う
 

　
　
じ
ゅ
り
 

7 
月
受
付
分
（
敬
称
略
）  

7 
月
受
付
分
（
敬
称
略
）  

＊ 

まずはあなたの肥満度チェック !

肥満度　BMI＝体重（kg）÷身長（m）÷身長（m） 

みんなはどんな運動をしているの?

BMI 

25以上 

18.5以上25未満 

18.5未満 

判　定 

肥　満 

正常域 

や　せ 

ゲートボール　1.5％ 

ウォーキング 
53％ 

ゴルフ、バレーボール 
などの球技　18.6％ 

ヨガ、ストレッチなどの 
健康体操　15.1％ 

腹筋、ダンベルなどの 
筋力トレーニング　12.8％ 

その他　12.4％ 

ジョギング　11.6％ 

グランドゴルフ　9.3％ 

水泳（水中歩行を含む）　6.6％ 

日置市民が行っている運動や 

スポーツ（元気な市民づくり 

運動推進計画より） 

「
ふ
れ
あ
い
交
流
会
」
女
性
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
！ 

日
置
市
担
い
手
農
家
結
婚
支
援
事
業 

　
日
置
市
で
は
、
今
年
度
か
ら
独
身

担
い
手
農
家
の
配
偶
者
確
保
と
地
域

農
業
の
活
性
化
を
図
る
た
め
に
、
日

置
市
担
い
手
農
家
結
婚
支
援
協
議
会

を
設
置
し
ま
し
た
。
十
月
に
は
出
会

い
の
場
と
し
て
「
ふ
れ
あ
い
交
流
会
」

を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。
日
置

市
の
豊
か
な
自
然
と
観
光
を
満
喫
し

ま
せ
ん
か
！ 

　
参
加
希
望
の
方
は
、
日
置
市
農
業

委
員
会
事
務
局
ま
で
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
。 

電
話
　
〇
九
九
‐
二
七
三
‐
二
一
一
一 

　
　
　（
内
線
　
一
一
九
二
） 

ぶ
ど
う
狩
り
は
じ
ま
る 

東
市
来
ぶ
ど
う
観
光
農
園 

　
皆
田
地
域
、
ぶ
ど
う
観
光
農
園
「
つ

と
む
じ
ぃ
の
森
」
で
、
七
月
二
十
五

日
、
ぶ
ど
う
部
会
会
員
、
美
山
保
育

園
児
（
十
四
人
）、
行
政
関
係
者
な

ど
が
参
加
し
て
、
東
市
来
ぶ
ど
う
観

光
農
園
開
園
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
現
在
、
東
市
来
ぶ
ど
う
部
会
会
員

は
九
戸
。
昭
和
六
十
年
ご
ろ
か
ら
本

格
的
に
栽
培
し
、
栽
培
技
術
の
向
上
、

農
業
体
験
と
都
市
と
農
村
の
交
流
を

目
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。 

　
下
茂
浩
昭
部
会
長
が
「
十
九
か
ら

二
十
度
の
糖
度
が
あ
り
ま
す
。
市
内

外
よ
り
た
く
さ
ん
き
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
。
そ
の
後
、
さ
っ

そ
く
関
係
者
が
大
き
く
実
っ
た
ぶ
ど

う
に
は
さ
み
を
入
れ
ま
し
た
。 

☆
「
ふ
れ
あ
い
交
流
会
」 

　
開
催
期
日 

　
平
成
二
十
年
十
月
十
八
日（
土
）〜

　
十
九
日（
日
） 

　
宿
泊
先
　
江
口
浜
荘
（
東
市
来
） 

　
募
集
人
員 

　
　
二
十
五
人
（
二
十
五
歳
〜
五
十

　
　
歳
ま
で
の
女
性
） 

　
参
加
費
　
三
千
円 

　
内
　
容 

　
　
さ
つ
ま
い
も
の
収
穫
・
み
か
ん

　
　
狩
り
体
験
、
薩
摩
焼
の
体
験
な

　
　
ど
（
Ｐ
１０
関
連
記
事
） 



市
内
に
在
住
の
６
歳
以
下
の
お
子
さ
ん
 

①
氏
名
②
生
年
月
日
③
保
護
者
氏
名
④
お
子
さ
ん
の
近
況
・
お
子
さ
ん
へ
の
コ
メ
ン
ト
 

⑤
広
報
へ
の
ご
意
見
⑥
連
絡
先
を
添
え
て
、
市
役
所
総
務
企
画
部
企
画
課
（
住
所
は
 

末
㌻
）ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。
 

川野　奈乃花ちゃん（１歳８か月） 

父　潤さん　母　育美さん 
（吹上町今田） 

　お外遊びが大好きです。 
　また、元気いっぱいお外であそぼうね。 

■おかあさんから 

な　の　は 

北山　浩暉ちゃん（０歳４か月） 

父　琢磨さん　母　麻衣子さん 
（吹上町今田） 

　何でも果敢にチャレンジする元気な
子に育ってね。 

■おかあさんから 

はる　き 

元気のある 

お子さんの写真を 

募集しています。 

 

２７０ 

文 
永吉小 

永吉川 

至日吉町 

天昌寺跡 

か
め
ま
る
館 

吹
上
浜 

　
東
市
来
町
湯
田
に
お
住
ま
い
の
新
川
さ
ん
は
、
八
千
代
会
（
老
人
ク
ラ
ブ
）
の
会
長
を
務

め
、
毎
月
、
一
日
に
Ｊ
Ｒ
湯
之
元
駅
周
辺
を
会
員
と
い
っ
し
ょ
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
美
化
活

動
を
し
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
、
約
二
十
年
続
い
て
お
り
清
掃
、
草
取
り
、
植
木
の
剪
定
な

ど
を
行
い
、
プ
ラ
ン
タ
ー
の
花
が
絶
え
る
事
が
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
て
い
ま
す
。 

　「
こ
の
活
動
は
、
ふ
る
さ
と
学
園
の
園
生
と
指
導
員
の
方
も
い
っ
し
ょ
に
行
っ
て
お
り
、

声
を
掛
け
合
い
な
が
ら
楽
し
く
活
動
し
て
い
ま
す
。
作
業
中
に
、
駅
を
利
用
す
る
方
か
ら
、

「
い
つ
も
駅
を
き
れ
い
に
し
て
く
だ
さ
っ
て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
声
を
掛
け
て

く
れ
る
こ
と
が
う
れ
し
い
で
す
」
と
笑
顔
で
話
し
ま
す
。 

　
ま
た
、
湯
田
校
区
の
子
ど
も
を
育
て
る
会
の
委
員
を
し
て
お
り
、
子
ど
も
た
ち
の
下
校
時

に
週
二
回
か
ら
三
回
、
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
を
し
ま
す
。「
こ
の
時
も
、
声
を
掛
け
な
が
ら
子

ど
も
た
ち
の
笑
顔
を
見
る
の
が
楽
し
み
で
す
」
と
話
し
ま
す
。 

　
新
川
さ
ん
の
健
康
の
秘
訣
は
、
動
く
こ
と
、
毎
日
近
く
の
Ｂ
＆
Ｇ
東
市
来
海
洋
セ
ン
タ
ー

ま
で
散
歩
に
行
き
足
湯
に
入
っ
て
帰
っ
て
き
ま
す
。
ま
た
、
自
動
車
の
運
転
も
好
き
で
時
間

が
あ
れ
ば
、
町
内
を
ド
ラ
イ
ブ
し
て
い
ま
す
。 

　「
こ
れ
か
ら
も
、
元
気
に
人
と
の
交
流
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通

し
て
、
地
元
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
で
す
」 

いきいき 

東市来町湯田（駅前自治会） 

新川　俊郎さん〔83歳〕 
しん  かわ　　　とし  ろう 

　島津氏の分家で、江戸時代に永吉（吹上地域北部）
を領地とした永吉島津家の菩提寺です。関ヶ原の戦い
（1600年）で死んだ島津豊久、天璋院篤姫の実兄の永吉
島津家当主久敬、他に代々の領主と家族の墓があります。 
　島津豊久は、元亀元（1570）年に、島津家久（義弘
の弟）の長男として串木野で生まれ、天正 12（1584）
年に、島原半島で行われた龍造寺氏との戦いで初陣を
飾りました。伯父の義弘に従い、関東や朝鮮半島など
を転戦しました。豊久は、関ヶ原の戦いで、敵中突破
の退却戦で義弘を守って戦死しました。 
　関ヶ原の戦いのとき、豊久は佐土原（現宮崎市佐土
原町）の領主でした。残された家臣は、佐土原から永
吉に移り、永吉島津家を興し、天昌寺を永吉島津家の
菩提寺にしました。 
　島津久敬は、今和泉（現指宿市北部）の領主島津忠
剛の次男として生まれました。篤姫は実の妹になります。
永吉島津家に跡継ぎがいなかったため、永吉島津家の
養子になり、嘉永5年（1852）に13代当主になりました。 

車で、本庁から２５分 
吹上支所から１５分 

Access

川畑　柾博さん（69歳） 伊集院町郡 

　文化祭の作品展を見てすばらしいと思い
「水墨画」を始めて５年目になります。水墨
画は「構図の取り方や筆の使い方、濃淡の
だし方でいろいろな表現をださなければな
らないなど、難しいところも多いですが、
講師の芝先生や講座生のみなさんと交流で
きるのが楽しみで、月２回の講座が待ち遠
しいです」と馬場さん。また、「現在は、男
性が２人と少ないため、もう少し増えてく
れれば」と話します。これからも元気に交
流を楽しみながら続けていきたいですね。 

　
わ
た
し
の
将
来
の
夢
は
、
保
育
士
に

な
る
こ
と
で
す
。 

　
わ
た
し
は
、
小
さ
い
こ
ろ
託
児
所
に

行
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
ミ
ル
ク

を
飲
ま
せ
て
も
ら
っ
た
り
、
公
園
で
遊

ん
で
も
ら
っ
た
り
し
ま
し
た
。
幼
稚
園

で
は
、
歌
や
楽
器
の
演
奏
を
す
る
こ
と

な
ど
を
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。 

　
笑
顔
で
や
さ
し
く
遊
ん
で
く
れ
た
り
、

い
ろ
ん
な
こ
と
を
教
え
て
く
れ
た
り
し

て
も
ら
っ
て
、
す
ご
く
う
れ
し
か
っ
た

の
で
、
わ
た
し
も
「
将
来
大
き
く
な
っ

た
ら
保
育
士
に
な
っ
て
、
い
ろ
ん
な
子

ど
も
と
楽
し
く
遊
ん
で
喜
ば
せ
よ
う
」

と
思
い
ま
し
た
。 

　
わ
た
し
は
今
、
楽
器
を
し
て
い
ま
す
。

幼
稚
園
の
こ
ろ
、
学
習
発
表
会
で
「
オ

ブ
ラ
デ
ィ
・
オ
ブ
ラ
ダ
」
と
い
う
曲
を

し
て
楽
し
か
っ
た
か
ら
入
り
ま
し
た
。

今
は
、
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
と
い
う
楽
器
を

吹
い
て
い
ま
す
。
保
育
士
に
な
っ
た
ら

子
ど
も
た
ち
に
、
教
え
ら
れ
た
ら
い
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。 

　
こ
れ
か
ら
も
、
夢
に
向
か
っ
て
勉
強

や
習
い
事
な
ど
を
が
ん
ば
り
た
い
で
す
。 

わ
た
し
の
夢 

日
置
小
学
校
六
年
　
前
田
　
安
佳
里
さ
ん 

ま
え
　だ
　
　
　
あ
　
か
　
り 

●八千代会会長 

 

 

とよひさ 

ひさたか 

たけ 

ただ 
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鹿児島県日置市 

市の人口（住民基本台帳） 
総人口　52,263人（△17） 

　男　　24,445人（△12） 

　女　　27,818人（△　5） 

世帯数　22,455　（△11） 
8月1日現在 （　）は前月比 

ぶどう観光農園オープン 
　東市来ぶどう部会の観光農園、9ヵ所

が オープン!美山保育園児のはさみ入れ。 

　糖度がのり、色づきのよいぶどう狩

りが9月初旬ごろまで楽しめます。 

（「ぶどう狩りはじまる」P17関連記事） 

今月の 
表　紙 
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TEL 099（292）2111

吹上支所 
TEL 099（296）2111 

 

瀬 

自 自 

こ 

　
伊
集
院
駅
か
ら
北
西
へ
約
１
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
、
市
役
所
か
ら
西
へ

約
2
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
位
置
し
伊

集
院
地
区
公
民
館
を
形
成
す
る
自

治
会
の
一
つ
瀬
戸
内
自
治
会
。
住

宅
団
地
（
パ
ー
ム
タ
ウ
ン
）
が
自

治
会
内
に
あ
る
た
め
、
地
域
に
住

む
子
ど
も
た
ち
も
多
く
八
月
一
日

現
在
で
三
百
十
九
世
帯
、
七
百
八

十
六
人
が
暮
ら
し
て
い
ま
す
。 

　
瀬
戸
内
自
治
会
は
鹿
児
島
県
指

定
無
形
文
化
財
の
徳
重
大
バ
ラ
太

鼓
踊
り
が
あ
り
、
妙
円
寺
詣
り
や

イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る
な
ど
、
幅

広
く
活
動
し
て
い
ま
す
。 

共
同
活
動
に
よ
り
良
好
な
地
域
社
会
の
維
持
を
図
る 

瀬
戸
内
自
治
会（
伊
集
院
地
域
） 

せ
　
と
　
　う
ち 

瀬戸内自治会 
（伊集院地域） 

▲六月燈 

▲十五夜の綱練り 

▲徳重大バラ太鼓 ▲渡邉克業会長 

戸
内
自
治
会
に
は
、
伝
統
芸
能

と
し
て
、
鹿
児
島
県
指
定
無
形

文
化
財
徳
重
大
バ
ラ
太
鼓
踊
り
が
あ

り
ま
す
。 

の
踊
り
は
直
径
が
一
・
五
㍍
重

さ
約
十
三
㌔
の
大
き
な
太
鼓
を

体
の
前
に
抱
い
て
、
両
手
に
バ
チ
を

持
っ
て
た
た
き
、
子
ど
も
た
ち
が
た

た
く
鐘
に
合
わ
せ
て
十
五
人
か
ら
十

七
人
の
若
衆
が
円
陣
を
組
み
な
が
ら

踊
り
、
倒
れ
こ
ん
で
い
き
ま
す
。
そ

し
て
、
若
衆
の
代
表
が
高
さ
約
二
十

三
㍍
、
重
さ
約
五
十
㌔
の
、
の
ぼ
り

を
背
負
い
一
歩
、
ま
た
一
歩
と
練
り

歩
く
壮
観
な
踊
り
で
す
。 

年
、
妙
円
寺
詣
り
で
徳
重
神
社

に
奉
納
し
、
平
成
十
八
年
か
ら

参
加
し
て
い
る
鹿
児
島
お
は
ら
祭
り

な
ど
年
間
四
回
か
ら
五
回
い
ろ
い
ろ

な
イ
ベ
ン
ト
で
披
露
し
幅
広
く
活
動

し
て
い
ま
す
。 

か
し
、
こ
の
踊
り
も
保
存
会
員

の
高
齢
化
と
若
年
会
員
不
足
な

ど
後
継
者
の
問
題
も
あ
り
ま
す
が
、

昔
か
ら
今
へ
伝
承
さ
れ
て
い
る
文
化

財
で
あ
る
た
め
、
絶
や
す
こ
と
が
な

い
よ
う
地
域
ぐ
る
み
で
大
切
に
守
っ

て
い
き
た
い
で
す
。 

治
会
に
は
、
守
り
神
と
し
て
受

け
継
が
れ
て
い
る
日
枝
神
社
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
神
社
は
荒
廃
が
ひ

ど
か
っ
た
た
め
、
自
治
会
員
や
有
志

の
協
力
で
平
成
十
九
年
十
一
月
に
新

築
し
ま
し
た
。
こ
の
と
き
に
も
徳
重

大
バ
ラ
太
鼓
踊
り
を
奉
納
し
ま
し
た
。 

治
会
活
動
と
し
て
は
、
地
域
全

体
の
親
睦
を
図
る
た
め
に
花
見
、

日
枝
神
社
で
の
六
月
燈
、
十
五
夜
、

鬼
火
炊
き
、
今
年
で
三
十
一
回
目
と

な
る
自
治
会
運
動
会
な
ど
、
た
く
さ

ん
の
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
、

自
治
会
対
抗
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
で

は
三
位
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
十

五
夜
で
は
、
育
成
会
と
老
寿
会
（
老

人
ク
ラ
ブ
）
が
協
力
し
、
わ
ら
で
綱

引
き
用
の
綱
を
練
り
ま
す
。 

れ
か
ら
も
、
地
域
の
子
ど
も
か

ら
高
齢
者
ま
で
が
明
る
く
楽
し

ん
で
生
活
で
き
る
よ
う
な
、
地
域
に

し
て
い
き
た
い
で
す
。 

こ 毎 し 
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